
世界のバイオ に 入れた戦略 

0 堀尾 容康 ，渡辺千個，辻本 亮 ( 東工大社会理工学 ) 

二度の石油ショック 以降、 原油価格の高騰を 背景に、 世界 

的に石油代替や 省エネ対策が 進み石油需要が 抑制されると 同 

時に、 非 OPPEC 諸国による生産が 拡大したことから、 国際エネ 

ルギ 一市場は供給過剰構造となった。 これにより、 8 0 年代 

後半から 9 0 年代まで。 湾岸戦争による 一時的な価格高騰を 

除いて、 原油価格はエバレル 1 3 一 1 9 ドル双後で安定的に 

推移した。 

この時期。 低位安定的に 推移した原油価格を 背景に 、 ェネ 

ルギー需要は 緩やかに増加に 転じ、 他方、 供給面では、 上流 

開発投資が停滞気味に 推移した。 今世紀に入ると、 アジア、 

米国を中心として 世界的にエネルギ - 需要が増加したことに 

より、 エネルギー需給が 構造的にタイトになりっつあ る。 

エネルギー供給側においては、 産油。 産 ガス国におけるエ 

ネルギー資源の 国家管理。 外資規制強化の 動き、 パイプライ 

ン等の大規模流通インフラの 不足、 非 OP 軒 C 諸国の供給力の 低 

ト 。 中東依存度の 高まり、 オイル。 ピータ論に代表される 長 

期的な資源制約に 対する意識の 高まりなどが 現在化しつつあ 

る 。 
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エネルギーを 取り巻く内外の 環境変化に対し、 エネルギー 

安全保障を軸に 、 我が国の新たな 国家エネルギ 一戦略が構築 

された。 これは。 ⑧国民に信頼されるエネルギー 安全保障の 

確立、 ②エネルギー 問題と環境問 の 一体的解決による 持続 

可能な成長基盤の 確立。 ③アジア。 世界のエネルギー 問題克 

服への積極的貢献、 の 3 つを達成すべき 目標としている。 

新 。 国家ェネルギ 一戦略でほ 、 我が国の石油依存度をさら 

に 低減するために、 具体的数値目標が 設定された。 これは、 

我が国の - 次エネルギー 供給に占める 石油依存度を 現在の 5 

0% から 2 0 3 0 年までに 卑 0% を下回る水準とするもので 

あ り。 特に大きなウェイトを 占める運輸部門については、 現 

在の 9 8% を 2 0 3 0 年までに 8 0% 程度とすることを 目標 

としている。 ( 運輸部門の石油依存度は 第一次石油ショック 時 

の 9 ァ % からて % ポイント上昇し、 現在 は 9 8% となってい 

る。 )  この大きな低減目標を 実現するため、 

@.  乗用車等の低燃費化を 促す新たな燃費基準を 0 6 年度 

中に策定 " 

                                                                        ンフラの整備を 急ぎ、 自動 

車産業へ ば 1 0% 程度のエタノール 混合ガソリンへの 

対応を促す。 

3.  国産バイオ エ タノール生産拡大に 向けた支援を 行、             

た 高 効率 エ タノール製造技術や GTlM 技術の開発を 促進 

する。 

4.  実用化が行われている 電気自動車、 燃料電池自動車等に 

ついて普及促進を 図り、 次世代電池や 燃料電池自動車に 

係る集中的な 技術開発を実施する。 

等の新燃料対策を 軸とした制度整備が 行われつつあ る。 
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京都議定書目標達成計画における 為 3@ 年度の新エ 

ネルギ一対策の 導入見込みのうち。 輸送用燃料にお 

けるバイオ燃料の 導入量が㏄ m 虹 a 原油換算 ) とさ 

れており。 これを達成するための 方策としてバイオ 

エタノールや MBE, バイオディーゼル 燃料および BTL 

io ㎎ ss to 二 qu ㍑ ) などのバイオ 燃料の導入目標 

が掲げられている。 

しかし、 世界の エ タノール生産量は 近年急拡大を 

示している一方で 我が国の生産と 消 

いとなっている。 これは、 各国が高い混合率の 輸送 

用燃料規格を 設定し、 強力にバイオ エ タノール混合 

燃料の使用を 推進することにより 巨大な国内需要を 

創出している 一方で。 我が国では安全や 流通上の理 

由から 3%  (E3) に留まっていることが 4 つの要因 

であ ると考えられる。 
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図ォ ． 世界のエタノール 生産量の推移 (2)   

  
  

  

  
図 2. エタノール生産量の 国別比率 

表 2 海外のバイオ エ タノール導入状況 

  

石油ショックを 契機として我が 国全体のエネルギ - 消費 

原単位 ( 単位鉱工業生産水準あ たりのエネルギー 消費 ) は減 

少を続け、 7 3 年を ぇ 0 0 とすると、 9 0 年には最低の 5 2 

ポイントとなった。 しかし、 その後、 エネルギー消費原単位 

は再上昇 U バウンド ) し 、 0 5 年には 6 8 ポイントと、 石 

油 ショック後の 8 0 年代初頭の水準に 近づきつつあ る。 

これは。 大面積平面ディスプレーや 半導体など、 高付加価 

値の - 方で、 エネルギーを 多く消費する 生産の割合が 増大し 

ていることに 加え、 製造に占める 物流 ザ一 ビス割合の上昇な 

ど、 いわゆる @ 製造業のサービス 化」により、 再びエネルギ 

-- 消費原単位が 上昇に転じているものと 考えられる " 

単位生産額 あ たり ェ ネルも消費 (7 S 生 - l 0 0) 

図 3. エネルギー消費原単位の 推移   
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表 5  バイオディーゼル 燃料に関する 海外規格 

バイオ燃料は、 石油系燃料と 比較すると、 燃料の原料とな 

る植物資源に 種類や品質の 多様性が存在する。 また、 燃料へ 

の転換技術水準にも 地域により大きな 格差があ り、 さらに は 

年間を通じた 収穫特性も異なることから、 これらの原料と 技 

術 水準に対応した 世界統 - の品質規格を 定め、 地域間で規格 

の合意と採用を 行 う ことは困難となっている。 

バイオ燃料の 原料は主に、 菜種、 ヒマ プ リ、 パーム、 大豆 

が使用されている ( 表 3L 。 まず。 第 - に主成分であ る脂肪酸 

の種類。 割合が異なり、 第 @_ に は 。 ヨウ素や融点。 低温流動 

性などの品質安定性に バラ つきが存在し、 これらを収穫時期 

に合わせて限られた 転換工場で安定した 品質の燃料を 行わな 

ければならない ， 

さらに、 車両技術においても、 多様なエンジン 技術 ( 燃料 

噴射。 制御、 排気ガス処理 ) を開発し、 市場に供給する 自動 

車 に搭載しなければならない。 各国は独自にバイオ 燃料規格               ン 、 軽油という既存燃料に 固定化された 車両技術に 

を定めているが。 それぞれ、 使用される原料や 用途に基づき、 基づき世界生産を 行 う 自動車産業に 対し、 バイオ燃料対応の 

相互に乗り入れ 可能な規格とほなっていない ( 表 4 、 の。 車両技術開発を 促すためにほ、 エンジン開発のためのターゲ 

表 3 バイオディーゼル 燃料に使用される 主な植物原料 ット 指標となる研究用品質規格の 策定を行う必要があ る。 

従来、 燃料の品質規格は 精製事業者など 少数の燃料供給者 

が 決定し、 これを基に需要者であ る自動車産業が 技術開発を 

行ってきた。 しかし、 バイオ燃料は 農業組合など 小規模な生 

塵事業者が数多く 存在する。 このため、 既存の石油燃料とは 

反対に、 自動車産業が 一定の品質規格を 策定し、 これを生産 

者に示すことにより。 先行的な技術開発が 可能となる。 

                        オ 燃料については、 むしろ，資源にば 乏しい 

ものの、 自動車生産技術など 消費。 利用技術に強みを 持つ 我 

が 国が世界的に 高い優位性を 有するものと 考えられる ( 図 4) 。 

表 4  各国におげ ろ バイオディ - ゼル燃料 (D 使用状況㈹ 

図 4. 燃料規格化の 流れ   
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バイオ燃料は 含まれる窒素や 不純物により、 現行の石油系 

燃料よりも高 い 排ガス対策が 必要となる。 

また、 車の排ガス物質のうち、 NOx と翔は日本では 1992 

年以来、 道路運送車両法の 保安基準を段階的に 改正し、 規制 

が強 4% されてきた。 現行規制は肪 午 施行の「新長期規制」で 

あ り、 ヂィ 一 - ゼル 車は， 5 トン 超 ) では、 エンジン出カ キ は 

ヮッ卜 あ たり 帥鎌 排出量 2 。 0 グラム以下、 鉗 0 。 0 ㌶バラム 

以下 (1 時間当たり ) であ る。 ㈹午には「ポスト 新長期規制」 

として規制が 強化される結果、 現行の 3 分の工程度に 排出の 

上限が引き下げられる。 米同は 10 年以降の新規制で、 NOx 排 

出量の規制を 強化し、 まだ、 欧州 0 、 108 年以降の新規制 @ 欧州 

引は NOx 、 ㈹とも日米と ぽぼ 同等㈹内容になる 見通しであ る 

( 図 5),, 

・， 方 、 燃焼効率が高く C02 排出もガソリン 車に比べ・で 2 - 

3 割低いディーゼル 車中心の欧州と、 ガソリン車中心で 近 午 

ハイブリッド 亜の導入が進む 口木と米国との 違いがあ ること     
業の開発負担が 増大するものと 考えられる。 

ゆえに、 バイオ燃料の 利用による排ガスについても、 計測 

システムや対象物質、 さらには計測 器 校正用の標準物質な 

ど評価技術の 標準 4% が必要であ り、 これらを先行整備するこ 

とにより自動車産業の させるものと 期待さ 

れる。 
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源を持たず。 その一方で大きな 自動車産業や 

計測器産業等の 技術蓄積が豊かな 我が国について、 バイオ燃 

料化対応を進めるためには、 

い )  バイオ燃料等新燃料規格の 策定と国際標準化 

(2)  排ガス評価規格。 標準の策定と 国際標準化 

のいわゆる「入口と 出口」を押さえ、 その上に 

t3)  世界の新燃料自動車市場を 視 に 入れたエンジン 開 

発を戦略的に 実施する必要があ る。 
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図 5.  日本、 米国。 欧州の排ガス 規制の動向   
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